

















































































































(1) 性別        (2) 年齢 
                
(3) 職種         (4) 保育所での経験年数  
  
(5) 最終学歴        (6) 保育所の定員 
 
 (7) 乳児保育及び延長保育の有無 
 (8) 保育所における看護職の常駐 
２．質問項目ごとの回答結果（ｎ=293） 





























図 4 症状への対応 





























 (8)保育所保健計画（図 8） 







   家庭・関係機関は、公費負担医療が「あまり必
要ない」が 12.6％、母子保健サービスでは 8.9％
であった。 









































 図 13虐待予防支援と保育士及び看護師等の年齢による差異 
６．専門機関との連携と保育士及び看護師等の年齢
による差異（図 14） 
専門機関との連携では、20 歳以上 25 歳未満の年
齢層で「かなり必要」の割合が 77.0％と最も高く、
続いて 25 歳以上 30 歳未満が 70.0％と高い割合で
あった。年齢層が高くなるにつれて「かなり必要」
の割合は低い傾向であった。また、40 歳以上 45 歳




























































































































































年齢の幅が広く、特に 20 歳から 25 歳の年齢層が






























特徴は、20 歳から 30 歳未満の層で「かなり必要」
の結果の割合が最も高く約75％であった。50歳から
60歳では「かなり必要」は約半数であり、40歳から






















































































































   
  
   
 
 
 
  
 
 
 
 
研究参加者のフェイスシートは省略する。 
